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おわりに
　（a）分析の視点
　国際貿易の均衡という問題は察二次大戦以来、実際の政策立案者にとって最高度に重要なものの一っと
なつた。1しかし、この場合の「均衡」という考えは、観察可能な諸現象というよりも、むしろ方法論的手
段ないしは装置である。不均衡を始発させるかもしれない撹乱に対して、モデルの諸変数がいかに反応す
るか、あるいは、すでに不均衡の状態にある体系の諸変数が、究極の均衡をもたらすために、どのように
変化するか、という貿易調整理論は、同時に、変数の自律的変化によって、体系の諸変数が新しい均衡へ
近づくか、遠ざかるかという「比較静学の接近方法」でもある。　　　　　　　　　　　　　　　　’1
　所謂、調整過程の理論的分析で、長期間にわたって続けられてきた論題は、価格＝為替相場の変動に視
点を集める古典派理論と所得調整の貿易乗数を重要視するケインズ的理論との相違である。しかし、ただ
1個の変数だけが貿易収支にむげるすべての変化を説明するものでないことは明らかである。現実の世界
をできるだけ詳しく描写しようとすれば、すべての構成要素の相互依存関係を体系内に包ゼつするような
一般均衡論的接近方法が採用されねばならない。Mosakのこのような企ては、2必ずしも実り多いもので
は左かつたが、一般性をある程度犠牲にした「価格一所得理論の結合分析」は多くの経済学者によつて開
発され、進歩した。　3
　本稿は比較静学の方法にのつとつて、調整過程の価格効果と所得効果の結合をめざすものであり、常に
根本的には、貨幣問題として論議される。
　（1）国際収支の調整における、政策的に方同づけられたモデルの発展は、MeadeとTinbergenに
　　よつてなされた。Meadeは完全雇用政策と国際収支均衡との・・一一一致をもたらすようなモデルをつくる
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　ことに努力し、Tinbergenは様々な政策目標と役立てうる手段との一致をもたらすようにモデル
　を組成した。
　J．E．Meade，The　theory　of　InternationaI　Economic　policy，Vo1．1．
　　　　　　　　The　Balance　of　payments〔1951）
　J．Tinbergen，Economic　Policy：Princip16s　and．　design（1956）
〈2）　J．LMosak，General　Equi且ibriumTheory　in　International
　trade，　194d。
（3）成長過程の貿易収支の変化を・総合化した最も功妙なモデルは、「ジ・ンソンの基本方程式」であ
　る。H・G」Jonson，　Internationa垂　雪rade　and　Economic　Growth，1958．
　（小R．、柴田、外国貿易と経済成長，昭35年）
　CO為替市場の理論
　国際取引は・一面において、諸国間での財と用役の流れであり、また他面に着目すれば、それは国際間
での貨幣支払の流れ・っまり国際金融と考えられる。前者は貿易均衡条件をrealな大きさで解明しよう
とする「純粋貿易理論」　の範’らゆうであり、　1後者は貨幣的mechanismに礎定された「国際貨幣
理論」である。
　純粋貿易理論とちがつて、国際貿易の貨幣理論は、各国の国内通貨の相違を問題にし、外国通貨と交換
に、もう一つ別の自国通貨を提供する場合の相違を説明することを目的とする。2
　為替市場において成立する自国ゐ貨幣と外国貨幣との交換比率ないしは外貨の価格は「為替相場」とい
われ、その決定機構は、財の価格の場合と同様に、現代経済学の分析用具の手建てによつて、最も精密に
論ずることが可能である。かぐして、外国為替市場は、外国為替の数量を為替相場の関数として表わす1
組みの需給方程式として示すことができる。
　まず本論に入る前に・一般に市場均衡が安定であるというのは、どういう意味であるかを説明しよう。
言うまでもなく・市場の「均衡」と陵定1い囎近代経済理論ではもつとも重要な概念の一つであり、こ
の二つの観点から、為替理論を体系づけることの有用さは、その理論的結果を、為替切下げ効果に応用す
る時に、とくに明白となる。
　経済現象を抽象化し・経済的契機の全体を、相互に関連しあつた均衡体系として構成する所謂「一般均
衡分析」は、WalrasやParetoの業績に基礎を置き、その後、　HicksやSamuelsonによつて
発展せしめられたものである。3かかる均衡理論の本質は「全体として動きつつある経済現象を一マ足の静
態的相互関係として把え、同時に各要素の全体系における地位を明らかならしめる」ような包括耗羅的な
方程式の体系である。そして、ここでは需要、供給、技術等の制約条件が方程式の体系で示され、その数
と決定されるべき未知数の数がひとしい時、体系は閉じて澄り、均衡と斉合的であると言われる。
　しかし・体系が斉合的であつたとしても、1個の」意的な均衡点（or解solution）だけが存在す
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るわけでなく，ある場合には．解は複数個であるし，またある場合にはt解は全ぐ存在しないかもしれな
い。このこどは行列を使って以下のように述べることが出来る。
一駄行列・A－CA・・ユ（r＝1、2………1n＝方程式の数刀≠P，2………n＝変数の数）の齢を・と・、－m－nのも・で（n
　　　　　　　　　　　　　　　クもし、P＜mならは、この行列は　特異　といわれ、　L眞1＝0と書かれる。また（ij　｝ρ　＝mであれぱ、　A
　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　は　正則　であり、そのための必要十分条件は1Al≒0である。
　　　　〃
　今、右辺に次数mの列ベクトルyをもつ．n個の変数に慶するm個の非同次方程式、
　　　　　AX－・（y＝次数mの列ベクトル＞ROy＝次数nの列ベクトル）・・…・一…一・－q1）
の解は．G匠則の甥合には変数の数と同数の方程式があり、一義的に解を求めることが出来る。そして、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1この埠合の求める解x（1個ないし複数個）は．X＝Ay＝＝〔Ar8〕／IAI・y…・…・（1．2）
で示される。ただし、Arsは行列式iAiの余因数のつくる対称行列である。σi匿異な場合には．行列A
にyから成る列を追加して構成される次Xh　m　x（n＋1）の拡大行列B＝＝〔A：y〕の階数が．（ρ＋1）で
あるならは斉合的でなぐ、解をもたない。Bの階数がρである場合には．適当なρ個の変数の組みが，
残りの（n－・　P）個の変数の弐として与えられるところの解が存在する。解はρ個の方程式から得られる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4そして（m一ρ）個の残りの方程式は無視されうる。　このように、生産、需要、技術等の諸条件として
の方程式は、複数個の解をもちうるし、また特殊な場合には．解を全くもたないかもしれない。
　ところで、畠このような均衡解の存在が、既知であったり、仮定されたりする場合、均衡からの僅かk自
律的変化によって惹き起される内生変数の変化の態様を調べるという方法はs「比較－静学」の最も普通の
方法である。すなわち、もし所与の要因（例えぱ価柊、嗜好、生産要素、技術）に特定の変化が生じた時，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な変数（例えぱ需給量等）の均衡値がどのように動ぐか、という均衝点の近傍での安定条件の問題である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5従来、経済理論では・安定条件の定i羨に、二つの考えがあった。　一つはWa　rl　as流の安定性論議であ
h・もう一っはMar8hali流の安定性論謹である。前者は「価柊の上昇速度」が需給曲線の公配の大き
さに応じて、初期均衡価格に近づぐかどうかを判定基準とするのに対して、後者は、「供給の増加速度」
が需給曲線の公配の大きさにょって、初期均衡財貨量に一様に近づくかどうかを基準として，安定不安定
を論議する。従って．これらは「価棒的安定条件」と「数量的安定条件」とに区別することが出来るが．
結局、両老の安定条件は供給曲線の公邸が右上りである限り満足され，逆にもし供給曲線の公配が右下リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セの甥合には需供曲線の相対的傾斜度の相違によって全く反対の結果となる。
　広く一般に用いられている安定性分析の基本的仮説は，均衡価柊を超えて価柊が上昇した時、正の超過
供給が現れ、均衡価柊以下に価格が下落した時に負の超過供給が現われるという，WarIas流の価柊的
安定条件である。しかし、これは安定の必要条件ではあるが，一般的な想定の下での十分条件であるとは
いえない。十分条件はHick8流の「均衡点で評価された定数偏導函数」で表わされた符号に依存して決
定さPtる。このようなHicksの完全安定条件は，関連する多数財市場にWar1β8流の価柊安定条件を
　　　　　　　　　　　　　6拡張して用いたものである。
今s供給曲線が下から需要曲線を切る場合に。各需給市場での均衡からの価格変位に対して，超過供給
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函数が，
　　　　　轟、（・トP・）〉・（晶言二岬、））一一・一・一一…（・1・3）
であるならぱ、Hicksの意味で市場は完全安定である。従って、これを均衡点の値で評価された偏導函
数を含む全微分形式で示せげ，
　　　　　・（旦レD・）言婁1互（1苦D’！・p・
　　一　　一・（S・φ・）’、R．・（・・－Pi）、P，……．冶（・トD・）、
　　　　　　　　　　　　　∂P・　＊　　∂P・　　米　　　∂Pm　＊dPm…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…‘・・・・・…9・・（1，4）
　kだし，星印は・その値が均衡点で評価された偏導函数であることを示す。これはm個の方程式に
分解できるから、
　　　　　　　　　　∂（S1－Dユ　）　　　　　　　　　 　　　　　∂（S、－Dl）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂（S1－Pi）　　　d（1i－rh）一　　　　　　　　　∂PI　I＊d　P・＋∂P2　1＊’dP・＋°’…＋∂Pm　l＊d「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（・2　一一1　2）1、P，．・・……・・∂（i’］」Xl・1［！2．．’一”）1＊・・
　　　　　　　　　　∂（s，－P、）　　　d（S2－D2）＝ト　　　　　　　　　　　　　　　ldP・＋　　　　　　　　　　　　∂P，　　　　　　　　　　　＊　　　　　∂P2　　　＊
　　　　　　　　　　　∂（Sm－Pm）　　　　　　　　　　　　∂（Em－1）m）　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂（fin－1）m．　　　　　　　　　　　　　　　　　－ldP・＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ldi　　d（S　n）．　－Dm）＝　　 　　　 　　　 l　dP2十・・一・’・・十
　　　　　　し　　　　　　　　　∂Pm　　　　　＊　　　　　　　　∂Pm　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　∂Pm　　　　＊
　　＼”　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・t・．。・・・・・…　（1．5）
一一@e｝何らかの外部的要因によってP・だけが目律的に変化したとすれぱ．
　　　　煮（・・一“）＝・tO，（…一一Tti）1＊＝＝En＞…’b’…一一一・一・…一…・（・・）
ζなる。同様の方法によって変化する佃酪を仔意に選ぺぱ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sj－Pi）1　＝＝Er8＞0。・・（1・7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂P8　　　　　　　　＊
　またP1が変化するときP2が第2の市場に均衡を保？ように調整されると仮定すれは、
　d（S1　－D，）　∂　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dP2∂ dPz　　　　　　＝一（S1　－Tli）1　　　　　　　　　　十一（91－－A）i　　　　　　　　　　　　＝E11十E12　　　dP1　　　　　∂P1　　　　　　　　　　∂P2　　　　　　　＊dPI　　　　　　　　dP1＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・・…・…（1．8）
　d（S2－P2）　∂　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dP2　　　　　　　　　　　　dP2∂
、・H＝早i92－P2）／＊斗苑（’“’　’Pi）　1＊・lsl’＝＝E21＋E2町富゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただし、i≒sのときゼロ）　従って、Hi　ck8の完全安定条件は、
　　　d（S1－P1）　El1E22－E2十E21
　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＞O　　　　　dPl　　　　　　　　E2，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　EllE12　＞0
　　　　　　・・El1E2－｝Ji　2　E　21＝　　　　　　　　　・・………………・…………・……・・……（1．9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E21　E22
であれぱよい。さらに、同様の手続きによって、P・が変化する時、　P・、P，……が市場に均衡をffつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6曜8一
ように調整さカるとすれぱ、市場の完全安定の条件は、
　　　　　　　　　EuE，，　　　E且1E12E，1　　　　　怠11＞0』　　　　　＞0．　E21　E22　E23　＞0』…・・…・…………………………（1．10）
　　　　　　　　　E21E22　　　　Eel　Eヨ2Eg3
　　　　　　　　　1
が成立することである。すなわち、外部的要因の価格変位に対する小域でのWarlas流価啓安定条件は．
供給曲線が正であるP9かに、均衡点で評輝された偏導函数の符号に依存することがわかる。
　上に述ぺだ「均衡と安定」の定義は、外国為替市場にも、そのまま適用することが出来る。財と用役の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7輸出λだげを仮定し、一方的移転や資本稼動がないものと仮定すれぱ、　為替相場は財と用役の輪出額に
よって提供される「為替供給曲線」と、財と用役の輸ス額によって要望される「為替需給曲線」の交点で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8定まる。これを「均衡為替相楊」という。　ここで大切なことは，為替相場のもっ価格機能が相場の決定’
される市場機構を通じそ、為巷需給量を調整する機能をもつということである。従って為替市楊は、外国
為替の数量を為替相場の函数として表わす1組みの需給方程式をもって示すことができる。
　また、このような為替相場の均衡点に関連して、その「安定条件」についても、前と同様に．Wa　1　r　aS
流とMarshall流に区別して論ずることができるが、当面の問題にとっては、　WaIras流の価格安定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9分析の方が、より有効であり、ここではMarshal1流の数量的価格安定条件を省略する。
　WaIras流の価格安定分析に従えぱ、為替相場の函数として表わされる1組みの為替需給方程式は、
次のように定義される。
　　Di＝firγ、，γ2……一…・・、γj）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……・…・・…・・…・………………∵・………・…・……・……（1・11）
　　Si＝9i（γ、、γ2・・…・………，　γj）（i＝1，2、・・…。・・・……n）
　ここで．γjはi番目の通貨一単位を購入するのに必要とさカるi国の通貨量である。従ってi＝＝jの
時のγは1に等しい・
　かくて、n個の均衡条件式，
　　　　Si・・Di　（i＝1、2．…………………n）…・…・・………・………・…・………………（1．12）
から均衡解が見い出され、1個またはそれ以上の個数の解が存在する。
　次に為替市場の安定性については「為碁上昇速度」（ドットで示さカる）が、
　　　　γj＝9（gi’－fi），ただし2（0）ニO，　2く0・一・……・・…・…………一・…・………（1・15）
であるとき、為替均衡解の安定性に対する必要十分条件は，均衡為碁レートを越えて相場が土昇したとき・
正の超過供給が現れ．均衛為替レート以下に相場が下落した時、負の超過供給が現れることである。すな
わち，
　　　　　り　　　　i；ilノα・・）鵯1ズ鍬｝＜・…一……一一・………一（1・14）
と書ける。ただし、星印は、その値が均衡点で評価されたものであることを示している。9’（0）〈0であ
るから、結局、均衡点で評価された偏導函数が正であれは、為替安定布場の必要十分条件は溝される。
　　　　　∂gi　　∂fi　　　　　　　．！　　　・＞rlすなわち、　　　　　∂γJ＊∂γ」　　　　　　　＊
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説明を解りやすぐするために、以下においては、量一の外国為碁が取引される単純なケースを取扱うこ
とにする。外国為替を「ドル」と呼び、国内通貨を「円」と呼ぶ。
図1は円建為巷相場（γ）の下での．為替需給曲線（DとS）を描いたものであり，「尻国為替の極大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供総点」を明示的に取スれている。　すなわち，為巷量
図t
貿錫収支の赤字‘一，o買易双寛o隔事｛＋，
　　　図z
る。（E・E2　Es）。また図2は、各々の需要曲線に対応する超過供給曲線（ES、
これが正の場合には貿易収支の黒字を意味し、負の場合には赤字を意味する。今、調整可能な固定相場が
γeの水準にあ再は・日本政府は・相場をこの水準に保つために・市場へOAないし、　OPの価値のドル
通貨を供給せざるをえない。しかし、市場需給を調整する機能をもつ、為替相場が、γeからγに引き上
げ≒れれは、（円の為替切下げ）、貿易収支は均衡する。
　さらに．均衡相場の近傍における小域での自律的変化に対して，安定であるための必要十分条件は，均
衡点で評価された（偏）導函数の大きさに依存し、
　　　　　　　　　供給の弾力酵（Es）〉需要の弾力陸（Ed）…一………一・・…．＿．＿＿（1．15）
であれぱよい。この条件はEl　，　Eeでのみ満され，　E2では満されないbかくて、ドル為替の超過供給
曲線が右上りであるような均衡点に澄いては安定的であり、左上りであれtt不安定であることがわかる。
（1）純粋貿易理論は国際貿易論のもっとも中心をなすものであり，比較生産費説や要素賦存比率理論に基
　礎を置き．技術進歩を包含するような動熊的理論化が最近とくに進歩した。
　赤松　要、世界経済編、第7章，
　小島　清．列国貿易、第4編，
　天野明弘、貿易と成長の理論、第15章
　H．G．Johnson，　Factor　Endowin　ents，　In　t．　ernational　Trade　and　Factor
　　　　　　　　　　Price（小島、柴田訳v外国貿易と経済発展）
　Kemn　The　pure　theory　of　International，　Trade，1964．
　CIeme　n　t，　Theoretical　Issues　in　Internatjonal　Economics，1967．
（2）赤松　要、貿易理論P95～107。為替需給をひきtsこす要因についての学説は．①国際貸借説，．
　②購買力平価説、③為替心理説の三つがあることはよく知られている。
　赤松　要　Opcit．PPt75～180．
　中川富弥　国際経済学概論、PP　191～219。
は、相場が高くなる（円安、ドル高）につれて，需要は
減少し、供給は増大する。しかし，γ。の為替相場を境
として・（極大供給点）、為替供給は反転し、絶対的に
も減少する。需給曲線がD・であれぱ、均衡解は一意的
va　．「で脅るが・D2に移行すれぱ・均衡解は三個存在す
　　　　　　　　　　　　　　　　　、ES，）を示し，
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（，3）中山伊知郎，数理経済学研究．昭16年
　Hicks，Vnlue乳nd　Capital，1959（安井、熊谷訳．｛學値と資広1．皿）
　Samuel　so　p．FoundatioD80f　EconomicAnalysis（佐藤訳．経済分析の基礎，第9
　　　　　　　　　章、第10章）
（4）R．G．P．Allen．E短thematical　Economics（安井．木村訳　数理経済学．　PP608～
　617）
　副井，ス江，その他共著、線型代数堂，PP20－25
（5）　R．G．P．A］1e恥C’pcit，　PP23－－28　　　　　　　‘
（6）　J．R。Hicks，　Opcit’
（7）簡単化のだめ、以下の論議はすべてこの仮定が設けられ、貿易収支だけを間題とする。
（8｝貿易均衡は次の三つの条件を満さねぱならない。すな．わち、①商品ごとの国際的需給均衡．②国内完
　全競争，③輸出ス額の均衡。
　小島　清、外国貿易．第4章。
（9）為替市場の安定匪を数量的立場から論じkQは、　Bickerdikeであり．彼は，需給価格が数量に
　依存するという逆需給函数と、一般的な需給弾力betの逆数に相当する価格伸縮係数を用いた。
　C．F．Bickerdikρ，　Instahility　of　foreign　exchange，　Economic
　　　　　　　　　　　　　JournaJ，March，1920，　PP118－－122，
（10）　J．Va．nek，　International　Trade．Theory　and　EconomicPoIicy，
　（渡辺．島野、貝塚訳，国際貿易一理論と政策一P50）ただし，2図はバアネックの場合、超過需要
　曲線を用いている。
（c）為替切下げの価格効果分析
　貿易収支の均衡作用に対する為替調整機能の主要部分は、為替相場の均衡解と市場の安定件であること
を知った。この論議は、調整が価格＝為替レートの変化を通して行なわれるという意味で、古典的分析で
あるが、多ぐの経済学老は為替需給の「安定践基準」を輸出入市場の需要語よび供給の比較弾力憾を用い
て定式化しだのである。
　輸出ス曲線と為替需曲線との、それぞれの弾力件の間には、単純な関係が存在する。なぜなら、ある商
品の国内における需給量の超過分として与えられる輸出入曲線は、ある同一貨幣逆位の共通佃略（為替相場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1の下で，外国為替の需要と供給を生み出すからである。
　かぐて、輸出需要曲線の弾力件を求めることが出来れば、それらの複合として．為替需給の弾力件を見
い出すことが出来るはずである。
　仮定　1・覚一外国為替が取引され、外国為替をドルと呼び，国内通背を円と呼ぶ。
　　　　2．すべての調整が価柊の変化のみを通して行われるような、完全雇用モデルを調定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一621一
　記号　1、2〒Suffixとして用いられ，二国を表わし、それぞれアメリカと日ZI。
　　　　γ　＝＝円で計ったドルの値又は円建為替相場
　　　　x＝輸出量、m＝輸入量、Pi＝商品の円建価格、P’i＝商品のドル建価格、i＝＝　x、m、ηj
　　　　＝輸入の需要弾力性、ej＝輸出の供給弾力性J＝1、2、　B＝貿易収支、　M＄＝ドル表示の輸入
　　　　額、Pi＝rPiくEs＝外国為替に対する供給の弾力性、Ed＝外国為替に対する需要の弾力性
　まず，Es．　Edは為替相場の変化によって発生する輸出入額の変化の割合であるから，ドル建価格で表
せぱ、
・’農姥一・1・9（P’・・x）辿一（・P・＋堅）／虫＿．……．＿…（2．．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　P）x「　　x　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　d　pin’d（Pin・m）　　　　　dr　　　　　　　　　d　lr　　　　　　　 　　　　　　　am　 　　 　 　 　　　　　　　　十一）／一 ・・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・。・…　一一・・・・・・…　。・。（　2．2　）　　　　　　　　　　　ん＝一（Ed ・＝－　　　　　　　　　　　　r　　　Pをn　　m　　　　r　P金n・m
また洛国の輸畝曲線は、国内財の超過分と．し厳わせるから、・i、　・iは次のようになる。
　　　　　dx　dp’x
　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・…　一・・…　。・・・・…　∴。・・・・・・・・…　。・・・・・・…　“一・・・・・・・・・・・・・・…　。一一…　。・・・・・…　一一…　。…　（　2．5　）　　η・＝・一一一／
　　　　　x　　Px’
　　，，一．勉／t．E！．1・1．1！m．．．勉／・（二’．P璽．虫シ。1。9（。．P’、m）
　　　　　　mPmmrP㎡　m・
　　　　　　　　　　　　dlh　dmdr　　　　　　　　　　　　　　）　・・・…　。・・t。・・・・・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・…　t■・。・・…　。・。・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・…　（2．4）　　　＝一一一：／（一＋　　　　　m　　r　　　P㎡
　　　　　　　　dP㎡dm　　　　　　　　　　　・。。・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。。一・・。・。・…　。・…　一一・。・一・t・。・・t。・…　。・。・・一一・・∵・。・・・・・・・・・・・・…　。。・（　2・5　）　　e、＝・一／　　　　　fn　　P㎡
　　。，一生シ璽典／（A．Lr＋dPx）＿．＿＿…．…．＿…＿＿．＿＿＿…（・、）
　　　　　x　Px　　x　　　r　　　Pガ
　以上はs為替切下げによって変化したドル価格表示での輸出入曲線の傾斜を示している。（Z5）、
（2．6）式を連立して解けは，為替切下げ後にtoける均衡点での変数（価格と輸出入量）の値がわかる。
すなわち。
－　　　　dP矩　　η2　dr　　　η2　　　　　　　　　 　　 　　 　　　dr　　　　　　　＝＝　　　　　　　・一一一一＝一　　　　　　　　　・一　 ・・・・・…@一一・・。・・・・・…　。・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・…　。・・（　2．7　）
　　　　　P㎡　e・ヲ・r　η・＋e・　r
　　　　　dm　　　e1η2　　dr　　　　　－一＝＝一　　　　　　　　　　・　一・・・・・・・…　。・・。・・・・・・・・…　。・・。…　一・・・・・・・・・・・…　。。・・。・…　。・・・・・…　一一…　。・…　（　2．8　）
　　　　　】m　　　η2十el　　　　r
　この両者の和は・為替相場変動後の輸出入額の蓼化を対数表で示したものと同じ意味であるから・
　　　　　dIym　　dm　　η《el十1）　　　　　　　　　　　　 　　　　　dr　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　 ●一・。・。・・… @。・。・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・…　（29）　 　十一＝　　　　　　P㎡　　　m　　　η2十el　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－6　22－一
同様の操作にょって、
　　d下ソln　　　dm　　　　η2（e1十1）　　dr　　　　　　十一＝＝　一　　　　　　　 ・一・・・・・・… @一：。・・・・・・・・・・…　。・・…。・・。・・・・・…　。・・・・・…　。・・・・・・・…　（2．9）
　　Pnイ　　　　　n2　　　　　η2十el　　　　r
をうる。従って、為替切下げによって引きtsこされる輸出入額の変化を両国の輸出入の弾力絆で表現すれ
ぱ．
　　　　　　　　　　　　　　　P．2（ηt　－1）　dr　　d（Px・x）　　 dr　　　　　　　　　　　／一＝　　　　　　・＿Es＝　　　　　　　　　　　　rV1十e2r・。・9・・・・・・…。・・・・・・・・・…一一・…。・・・・・・・・・・・・・・・・・…。…（2．11）Pxt・x
　　　　－d（Pfm・m）　dr　　　　　　　　　　 η2（e、＋i）　　　　　 　　　　　　　　　dr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＿．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．（　2．1　2　）　　　　　　　　　　　／一＝Ed＝－　　　　　　P㎡・m　　r　　η2十el　　r
　以上の予備的操作を利用して，先に第一節で得た均衡の安定条件を，更に深めることが出来る。すなわ
ち，均衡相場の近傍に訟ける自律的変化に対して，右上りであるような．ドル為替の超過供給曲線とは，
輸出．λ額の変化の差（dB）が正であることであるから，安定条件は．
・・一・（Px）＋・（…）｝÷｛…P・…E…Ph・・m｝．
　　　　一㌘e2捨乱1）・…÷争蕩1）・Pm・m｝〉・一・一・…一一一：・・（2・1・）
が滞’されることである。従って、
　　　　＞　　　　　　　　　　〉　　η1＝1に応じて、dF＝0
　　　　＜　　　　　　　　　　＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2となり、これは「RobiD80nわ安定条件」　に他ならなし（。つぎに、貿易収支の支払と受取りが初期に
均衡している場合には，（2．15）式にPt・x＝pin・mを代1して括弧内を共通項でくぐれぱ．
・鱒ele2η1　鴇≒1宍1書…譜η2e1＋e’　e2n2＋V’　°P2＋”2　e2｝
　　　一撃｛輿暑箒1（）＋e、e2（za＋η，－ie、．＋η2））｝・PYx　．　x…・一一・一一一一（・14）
に到達する。従って、貿易収支は，
　　　　　　　〉　　　　　　　　　　＞　　　η、＋η2＝1に応じてidBl＝O　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　＜　　　　　　　　　＜
・れはrM・…rの公式」と呼e・rm，右辺の｛｝の中を、「国際収支騨力用と呼ぶ．　sさらに．
（2．　14式）で、ei（i・一　1．2）を無限大とすれぱ、　　　　　　・
　　　1im
　　　e・…。譲（，、＋，、－1）P。．。．…．…………．．∴．．＿＿……．．．＿…＿…（。15）
　　　e2QQ　　　　　　r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　4をうる。この楊合の安定条件は「Marshal1－Lerner条件」　と呼ぱれ、両国の輸ス需要の弾力件の
和が1より大であれぱよい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－625一
　さて、為替相場の変動に付随する一つの問題は、このような外国為替市場の変化によって交易条件がい
かに影響されるかということである。一般に為替切下げによって、日本の輸出ス価柊はドル表示価柊で上
昇する。従って、為替切下げは由内的には，インフレ効果をもち、交易条件も何らかの方向に影響されざ
　　　　　　5るを得ない。　結果はもはや、一義的な明快性をもっているのではなく、比較弾力性の大きさに依存する。
　日本の為替相場がdrだけ変化しk時の・ドル表示での輸ス律（M＄）の変化は・
　　　　　　　　　　　　　　　　dm　　　　　　　　　　　　　　　　　dr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・dP’m＝－Ed・Pm・m・一……・……・・…・一…・（2．16）d麓＄＝dP’m・m－P矩・　　　　　　　　　　　　　　　dlソm　　　　　　　　　　　　　　r
で与えられる。従って、（215）を考慮して、
　　dYm　dm　　dlym　　　　dr　　　　　十一・一＝－Ed。＿　　P㎡　　αPm　　m　　　　　　r
　　αP㎡　　　　　　　　　αP㎡a ね 　　　　　　　　ar　　　　　（1＋一／　　　　　　　　　　）＝－Ed・＿　　P㎡　　　　m　　P㎡　　　　　　　r
　．　　dP’m　　dr　～Ed　　　dr　－一　V2（e1　十1）　　　　1　 　　　　 　 　　　 　　　 　　　　　　　 　　 dr　　－V2
”Pr7’蕊、＝；◆，、＋e1°（1＋。、）＝T°，，＋。、…°’°°°’：’一’（217）
をうる。これは為替相場の変化から生ずる輸入のドル価格の相対的変化を示す。同様の計算によって，輸
出のドル価格の変化は、
　　dP’x　　　dr　　　　－・　e2
　　　P’。・＝7，、＋e2…’°’………°”…・……’一一゜°…’……’°…°°（2・1　8）
である。一方，為替相場の変動から生ずる円表示佃酪の変化とドル表示価柊の変化の関係は、
　　dPh　dr　　dP／i　　　　　＝一十　　　Pi　r　　　Pi’　　（i＝xsm）………………・・…・・………・・…・・…・……………（2．19）
であるから・（2・　t7）と（2・18）を用いれぱ・
llx一撃（　　　　　　　一e21　十～　　　　　η1十e2）一・一・…一・…・…・一…一…・一（…）
　　dPm　　　dr　　　　　　　　　一η2篤＝；（1＋，2＋e1）…°……’’”∵…’…’°………軍’…（2・・　1）
をうる。従って交易条件（TT）の相対的変化は，
　　dTT　dPx　dPm　dr　η1η29－el　e2　　　　　＝一一・一　　　臨一（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　）：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．＿．・（2．22）　　　　　　　　　　　　　　　　（za＋e2）（η2＋e、）TT Px Pm　　　r
で払・・嵯一に応・て群…・・従・て瀞切下げ・・そ嚇条件…N．・e・す効果は
需給の弾力件の相対的大きさに依存し．悪化するかもしれず、改善するかもしれない。ただし、古典
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6　24－一
派の仮定のように、供給弾力絆を無限大とすれぱ、（2．22）式は、
㌍翫m÷｛焦㍍．1｝一÷一一一（・23）
　　e2’『→oo　　　　　　e2『→∞　　　　e、　e，
となり、交易条件は、切下げ国にそれと同じ率だけ必らず不利化する。
　以上の為替市場と交易条件に関する吟味の中で直接包含されている重要な弾件値をアプリオリに評価す
ることは、はなはだ困難である。しかし、一般的に言えることは，ηi（i躍1、2）が大きけれは大きい謄
ど．逆にeiが小さけれぱ小さい優ど安定酢は増すだろうということである。まだ、これらの弾絆値に関
する名ぐの経験的調査は．古典派的目動調整機構への確信をくずすようなpessimisticなものであ
　　　　6ったが．　このような悲観的可能件についての見解は、国際収支を調整するために平貨切下げや，屈伸レ
ート制に対する反対の意向を導入し，それによって、かえって数多くの分析的ギヤップにもかかわらず、
調整機構への価格効果と所得効果の結合への企てが、最近とぐに進歩したのである。
（1）輸出供給曲線と輸入需要曲線とは，国内の供給曲線と需要曲線とが与えられると、それらの開きと
　　して導き出される。
　　x＝S（Pi）－P（Pi）＝＝F（Pi）．　Pi＞Po
　　m＝D（Pi）－S（Pi）＝－G（　Pi）、　Pi＜Poただし、　P。はi財の国内均衡価格．
　　建元正弘、外国貿易と国際収支．PP110－－121．
（2）J・R・bi…n　・”Th・f・r・ign　ex・hang・”i・th・Essay・in　th・the・－
　　ry　of　Employmen　t，　fn．9　and　10，　　　　　　　　　　　　・
　　赤松　要，貿易論、PP198－－200、
　（3）　L．A．Netzler，”The　theory　of　International　Trade”，　in　H．S．
　　Elli＆ed．A　survey　of　comtemporary　Economics、1949，　PP226－227，
　　　♂
　　・佐披宣平、弾力性経済学、P229
（4）4・Marsh川・腿oney　Creditand　co㎜ercel　1923・ApPendixJ・PP353－
　　4
　　A．P．Lerner，　The　Economics　of　contro1，1946，　P578，
　　C．P．Kindleberger，　lnternationa1　Economics（相原、志田訳、国際経済学，付
　　録］「㌔P590－2）
　（5）小島　清、外国貿易、PP41－・50、
（6）チャンの計測によれぱ、各国の輸出スの価柊弾力件はカナダ等を除いて、名くの諸国は1より低い。
　　弾力件の和でさえも1に満たない国が少なくない。
　　T。C．Chan　g，　Cyclical　Mouments　in　the　Ralance　of　paymeri　t　s　P77．
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　（d）ケネジアン的所得効果分析
　貿易収支の調整過程に対するケインズ的所得approachは、列国貿易乗数ないしは景気循環の国際的
波及を理解させることを通じて名くの貢献をもたらしたが、それによって古典派的価柊＝為碁rate調整
機構が、完全に消えてしまったわけではない。むしろ、古典派理論は，新しい理論に基礎を提供し，所得
approachに対する追補的役割を担ってきたのである。そして，この所得効果分析の本質的考えは、開
放経済下va　k・ける、所得決定モデルの9律的変数のわずかな変位に対して、貿易収支にどのような変化が
生ずるか．という比較静学の問題である。従って，ここでも体系の安定条件が吟味される。
　一般に「乗数理論」とは、現行の生産物を消費する場合に、ある目律的変数の増加によって引き起され
る所得堆加の程度をさし示すものである。この結果，経済が塊全農用以下ならtt，価格よりもむしろ「雇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1用と生産高」が、追加的消費の結果として増加することになる。　このような乗数理論の開放経済への簡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2単な応用は、MachlUpの初期の「定式化」　以来、輸出の自律的変化に依存し、貿易収支の安定条件
は，限界貯蓄件向と限界投資件向に依存する。
　以下の論議では・外国の反作用を伴う乗数理論を取扱い・輸出の自律的変化が所得調整1nechaりism
を通じて，貿易均衡へ復帰するための安定条件を探ることを目的とする。！
仮定
　1．国民所得，その他の変数はすべて実質単位で測定される。
　2．価柊，利子s賃銀は、所得に対して非弾力的である。
　5　為替相場は1にびとしいように想定される。　　　　　　　　　　　1
記号
　1、2＝＝Suffixとして用いられ，二国をあらわす。
　A＝＝自律的な支出項目（変数）の変化を示すparameter
　B一貿易収支、C（Y）＝国内所得の函数としての実質消費
　　　dC　　　　　　　　　　　　dI　　　　　　　　　　　dX
c＝Aゼ限界消酬向一臨了限界投鰍向・x嵩面r限界投鮒向
　1（Y）＝国内所得の函数としての実質’投資，X（Y）＝外国所得の函数としての実質輸出、
　avγ＝Aに対応して起っだ内外国の国支出パラメーターであり，初期値はゼロ、1国のわずかなαA
　　　　　に対してはα＝1，ま　7Z　・－1＜γ＜0である。
　両国の基本的な所得恒等式の形式的表現は．
　　Y，・＝Ci（Y1）十11（Y1）十X1（Y2）十α・A…………一・・…・…………一………・……（5．11）
　　Y2＝＝　C　2　（Yz）十12　（Y，）十X2　（Y1　）十γ。A・・……・…・……・……・………i’”・・…………（5．12　）
　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　である。　α、γは初期均衡状熊ではゼロであり、均衡値からのわずかに乖離した自律的変化αAに対す
る、両国の所得構成部分の平行した変化は、（5．　11）と（512）をAに関して微分すれぱ求まる。
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　　　　・L。、．亜．、、．亜．。、．dY・．a………………………………・…・・…（・．21）
　　　　dA　　　　　　dA．　　　　　dA　　　　　　dA
　　　　glS“．’一…謄・…睾…砦＋・……………一一・・一…一…（・22）
上の式を連立して解けは、外国の反作用を伴う「貿易乗数」の一般式を得ることができる。
　　　器一B｛・（1－C・一・・）…x・｝・・………・…一…・一…一・…・・……・・一一・・（瑚
　　　　1潟｛・（1－C・一・・）・…x2｝………一…・…・一一………・・一一…一…（5325
　ただし、
　　　　　　　　（1－C1　－i1　）　　　　　－xl
　　　　D＝　　　　　　　　　 ・＝ i1－C1－i1）（1－C2－－i2）’一　Xlx2　　　　　　　　－x2　　　　　　　（1－一　C，　－i2　）
上の（5・　5）式で、外国からの反作用がない時の貿易乗数は、2国の所得がαAの変化から独立である
と仮定することによって得られるから．
　　　　d　Y2　　　　　　＝γ＝＝C2＝＝i2＝x2＝O
　　　　dA
となり，（5・51）式から、
　　　亜・＿　1　．。＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿；．＿＿＿＿＿＿．．＿．＿………（5．4）
　　　　dA　　　1－C1　－i1
が求まる。この場合s1国の目律的変数の変化から生ずる「所得増分」は、外国反作用を含む（5．　51）
　　　　　　　　　　　　　　5の楊合よ6も小さくなるだろう。
　次に（5．3）式を用いて、輸出変化が「貿易収支」に．与える所得mechanismを考察してみよう。
1国に齢ける自律的な輸出変化から生ずる貿易収支の変化は，それによって誘発される輸出増分から輸入
堆分を差し引いたものに、初期の自律的輪出増分を加えkものに筆しくなけれはならない6なぜならs輸
出増加は、第一次的には貿易収支にプラヌの効果をもつからである。すなわち、
　　　　dB・一。、．些一x，．壁1＋。．＿．＿………＿t．一…一………・…・…・…・（・5）
　　　　dA　　　　　dA　　　　　dA
従って、それぞれ（5．　5）式を代入すれぱ．
　　　　齢｛・…一一・・x・一・・C・一・・x・・i・＋…x・・x・一・…＋…x2・C・
　　　　　　　　　　　　　＋・・X，・i・一一r・X・・X・｝＋α．
　　　　　　－B｛・’・　・・　（1　一一C・一・・一・一・x2）一…（1　一一・C…－i・一・・）4｝＋・…・・一（5・・）
　　　　　　　　　ただしD＝（1－C、’一　ji）（1－Ct－一　i2）－x1・x2
　上の基本式で，γ・・＝0の時、すなわち、1国の輸出増加が外国の国内支出を涼ずることなしに行kわれ
る場合には、限界支出性向が1より小さい限り、大括弧内は必然的に負である。また、貿易収支の「所得
安定条件」は、初期的衡点での小域での自律的所得変化（dA）に対して求めるのであるから・αは1で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一627一
ある必要がある。従つて、「所得安定条件」は、
　　　　　　　dBユ　　　　1　　　　　　　dA＝1｝万゜x・（1－C・－i・－i・一・・）…・…一……・・…（・5・ラ）
が正であれぱよい。ここで（1－C，）は（s2＋Xl）にひとしいから、
　dB，　D－x2（82十x1＿i2＿Xl）
　dA　　　　　　　　　D
　　　　8・S・＋X・8・一一　i・8・＋S・X・＋X・X・　一一i・X・’－S・i，－X、i，＋i、i，－X、X、－8、　X，＋X、　iz
S・S・一一1・S2＋S・X・－i・X・－S・i2＋i、i、＋X，S2－X2i，
　（S1　－i1　）（S2　十X1　－i1　）
　　’S・（8・＋X1－i・）一一i、（S，＋X、－i，）＋X，8、－X，i，
　　　　（8・－h）（s，＋x、－i，）
＝（・…、）（，，＋。、－i，）＋（，，．i、）。、’……’9°’°……’…°』°’願（5・　8）
となる。すなわち・1国の自律的輸出変化が外国の国内消費の低下によって相殺されない場合の、貿易収
支に対する「所得安定条件」は．各国の限界貯蓄酔向が限界投資件向より大であ五ぱよい。（s・＞i，
．and　S2＞・i2）。逆の場合には、安定化作用が弱められる可能件が強まる。
　同様の方法によって、「γ＝－1の場合」7も求められ畜が、この場合にはγ＝oの場合よりも安定化
の条件がきびしくなる。それにもかかわらず、両国において、s＞iである限il　t前と同様安定条件が維
持される。
　（1）Theorie　der　Wi　rtschaf　ts　en　twicklung－Von　Merka　n　t・　ilisms　his
　　zu「GegePwart・－Bsnd3．S．216～22．
　（2）Fritz　MachluD・Internatiohal　Trade　and　the　NationaI　Inc　ome
　　Multipljer，　1943．
　（3）貿易の所得分析の標準的なテキヌトとして．以下の5書を参考にして作成した。
　　　赤松　要，貿易論，PP161－一　172．
　　　小島　清，外国留易、第7章c
　　　R・F・Harr・d，1・t・・n・ti・n・1　E・・n・i・ic8（藤井訳ハ・。ド国際経済学、第6章）
　　　J・Vaneck　l・ternati・・a1　T・・d・，　th…y・・nd　E・・n・mi・P・li・y，（渡
　　辺s島野．貝塚訳、国際貿易一理論と政策一6章、7章）
　　　C。P．Kindleberger，　International　Econ　om　ic　eq（相原、志田訳，国際経済学、
　　付録E）
　（4）論議される輸出財はすべて消費財であると仮定する。
（・）i｛・（1　一一C・一’　i・）・・…｝＞1－C、1．、、・
∴も｛（1－C・一・・）（C・一・・）（C・・i・）…（・一一x、）｝〉・
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（6｝自律的輸出変化がdAであるから．αdA・＝dAを溝すためにはα＝t・
（7）γ＝－1の場合には、自国の輸出増加が、外国における国内消費財から輸入消費財への支出転換に
　支えらカ、外国において、それと同葎の支出淑少が起る場合である。従って、γ＝晋の場合には、2
　国にteける支出形態が．半分は貯蓄から，もう半分は国内商品に対する代替として1国の輸出を受け
　入il　kものと考えることができる。
（e、替為相場調整の価格効果と所得効果の結合
　貿易収支調整についての古典派的理論ttケインズ的接近方法へのもっとも手近かな移行段階を示してい
る。前者は価格＝為替相場調垂を強調し．そこでは価絡弾力性が決定的役割を・果すのに対して・後者は所
得効果を強調し、外国貿易乗数が決定的な用具となる。同時に，これら二つの調整分析は対立的想定をも
ち、どちらもすべての要因を説明しているわげではない。すなわち、古典派的理論は雇用水準を見落すこ
とによって現実件を欠いて澄り、またケインズ的ap　proachはv価格が変化する現実のケースを度外視
している。従って、国内価格の安定と完全雇用を目的として、為替相場を変更する可能酢を政府当局が考
えるような場合には，純粋な価棒（or所得）分析から、「価」13　・一所得分析の総合化」へ移る必要がある。
かかる理論的結合は．劣ぐの経済学者によって、様々に論じられだが，なかでもVaneckは注目すべき
　　　　　　　1企てを行った。
　以下で論講される総合効果での為替安定条件は，貿易均衡点の近傍で為替相場が切下げられた時・所得
効果を考慮してもな澄、為替の超過供給が正である場合．形式的に溝される。
　仮定　1．両国の価格と初期均衡に於ける為替相場は1にひとしいように想定する。
　　　　　　従って、両国の価格の相違は為替相場の変動によってのみ生ずる。
　　　　2．供給の価柊弾力件は無限大であると仮定し、マーシャル・ラーナーケースを考察する。
　　　　5・二国二財モデルと両国の完全特化を仮定し，各国は輸出向けと国内向けに生産する。
　　　　　i，」＝1、2．Suffixとして用いられ二国を示す。
　　　　　γ　＝・　ee　2由通貨で潰られた1国通貨の値であり、両国の相対価柊（P・／P2，）にひとしい・
　　　　　班ij＝④i＝jのときは各国の自国生産物への需要、㊥i渓jのときはj国のi国生産物に
　　　　　　　　　対する輸入需要
　　　　　mij＝＝④i＝＝jのときは．自国品の生産件向（c＋i）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂Mij　　　　　　　　㊥iNjのときは．　j国の限界輸入件向＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂Yj
　　　　　　C一限界消費性向、ただし，1－C・＝s・十m・2・1－pC　2’　＝＝s2十m21
　　　　　　i＝限界投省脾向，s　＝＝限界貯蓄件向
　　　　　Yi＝i国の実質所得
　　　　　r・j　一　一一∂蔑唾≒－j国の輪入嚇弾力if・・（・・X・j）
　　　　　・」響告斎一3鱒国品の交叉価醐齢司）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－629一
　　　　　∂YI　dr　dr　∂Y『2　dr 　∂（1／r）　　dr　　　　∂r
　　　∴（1－m・・）野・藷・掘・＋…M・・………………・一…一…・・・…（4・・41）
　同様にして、（5．32）式から，
　　　一一M2・群￥（1－・）｛学÷一一一温、〕・・一一・……一・…・一一……（4．42）
である。二っの方程式を行列式で示せぱs
　総合分析による為替安定条件のための基太式は。各國の輸ス需要函数をどのように定義し、まだすでに
2節でみた為替切下げによる軸出ス僻柊の騰貴現象をいかにして体系内にぐり入れるかに依存している。
　個柊効果分析では．輸入需要をきめるものが，伊柊だけであると仮定したがv輸入国の国民所得もまた
輪入需要を決める大切な要因であることは所得分析から明らかである。また各国の自国生産物へ対する需
要も．当時国の実質所得水準に依存すると同時に．為替相場に倖存する。なぜなら、為替相場の切下げは，
その当時国の輸入伍琳を上昇させ、外国財に対する国内財の代替によって「支出転換」を発生させるから
　　　　2である。
　このことから各国の輸入函数および自国品需要函数は．実質所得と為替相場を独立変数として次のよう
に書くことが出来る。
　　　　　　　　　　　1　　「・’・　，2＝f・2（Y・・Y）……・一…（5・・11），M・i－・9・・（Y・、r）………一・…（4・・21）
　　M，、－f、、（Y、．・）…・…・…・…（5．12）M、2。。。，2（Y，、！）＿＿＿．．．（4．．22）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　また、生産は国内向けと輸出向けに配分されるから、
　　　　Y・＝Mn＋M・2……∵・°”・一…一…・…一・…一・一・一…一……一…・（4・31）
　　　　Y2＝M21十M22……・…・…………………・……………・・…・…・・……………・…・…・・（4．32）
以上の基本式ふら、為替切下げによる所得と留易収支に対する反応を吟味することができる。まず，
（4．31）式をγについて微分すれぱ、　　　　　　　　t”t
器讐÷隣響・彊降・L偽）・（t／r）〕
よって
　　（1．坐弾・．些・．唖・．≦些一∂M・2．d（1／Q．∂M・・
　（1－m、1）
　　“’　rn21
or
A
（劃脚到一一一一一（4・・）
　　　　　　　　　＊ただレi＆：激1隙）
・　　　X　　＝y
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　従って各国の所得の変化は．（1．　2）より、
　　　　　x－〔As「〕・．　y
　　　　　　　　　　lAl
だから，Aの余因麹のつ〈る対称行列の符号に注意すれぱ，
［卦吉〔津’∴司倒
㌧：
　　ただし、（D＝（1－m11）（1　rn　22）－ml　2・In21＝（s1－ii十m21）（8．2－i2÷m2）＋rrl1　2　m　21）
かくて、
　　d琉一虫⊥〔C、（1．，Mi，）rC，恥，〕一壁．1CC、（。，．i，）．（C、＋C，）rm，〕＿…．（4．71）
　　　　　r　D　　　　　　　　　　　　　　　r　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　drldr l　　dY2＝＝T’♂（C・（1「’m，・）＋C・m・・〉丁げC・（・・－i・）＋（C・’C・）m・・〕……（4・　72）
　これは為替相場切下げに伴う所得の変化式であり、それぞれのParameter項の符号が決定的役割を
もつ。今、4節で求めた所得安定条件（s、＞i、ors2＞i2、D＞0）と，国内財と輸入財との代替制
を仮定し（C1＞O　andC2〈o），さらにIC・1≒iC21という条件をもうければ，
　　1国は為替切下げによって、確実に所得を増加させ（dY，＞0）、
　　2国は所得減少をまぬがれられない。（dY2＜0）
　っぎに、為替相場の相対的変更による貿易収支の変化は、第1国の通貨で表わされた貿易収支，
　　　　　　　　　　B1＝＝M，2　－P／1　，1・r
をrで微分することにょって得られる。すなわち，
劃鄭・要1羨）・・11／r）／購・Y・・1割…
　　　一耶一・G・斗舌…一・rc・＋・・M・・一舌…（1…・）C・
　　　　　誌……c・…一・／
∴・・B・　一・ler（B｛C・（Sl　一一　il）m・・－C・（s・一・・）M・・1｝・（・・　＋v2－1）N・・）一……（．・4，・）
　　　　　　　　　　　ただし、初期に於いてM12判21
　　　　　　　　　　　　　D＝（Sl－i1十Mz　1）（s2－i2十ln12）十M12m21
　（4．8）式が正であれぱ、「価柊と所得」の総合効果を考慮した場合の．r般的為替安定条件である。
大括弧内の第一項が外国所得効果を示し、第二項が自国所得効果．第三項が価格効果をあらわす。先の場
合と同じように、両国の所得安定条件（s、＞i・，s2＞i2　and　D＞0）と．国内財と輸入財の
代碁件（Ci＞OorC2＜o）を仮定すれぱ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－631一
／（・㌫熊誌難婁蕪認騨1夷二1論寧男轡果
㈲　マーシャル・ラーナー条件が中立的であったとしても、（η、＋η2＝1）．必然的に貿易収支は
　　不安定になる。（dB1＜0）。
（iH）かくて、価柊弾力件が十分に大きい場合だけ、優柊効果は所得効果を相殺し・貿易収支は改善され
　　ることになる。
結局、為替切下けの直接効果である伽糖効果が安定的であったとしても、闘妾的所得効果を加味すれは・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3貿易収支改善の目的は，限界貯蓄絆向と限界投資睦向の大きさの如何によって、放功、不放功に終る。
ところが．所得安定条件が満さカるような社会は（s＞i）．投資が不振で、失業がaく存在する不況状
熊であるから、このような場合の為替切下げは．投資を劇激し、失業をなくすと同時に，貿易収支の出超
を残して蔚く作用をもつ。
　逆に所得安定条件が滞されないような社会状況は（s＜i）完全雇用状態であり．このような場合の為
碁切下げは、輸入偲柊の．上昇から、賃金騰貴を誘発し、インフレーシ・ンを鼓舞して・留易収支を悪化さ
せることになる。従って、物伊や生計費の上昇の如何は、為替切下げの「有効陣」にとって決定的な影響
力をもっていることになるのである。
　（1）　J．Vaneck，　The　halance　of　payments，　Level　of　Economic　Activity
　　and　th6　Value　of　Currency，1962．
　　　International　Trade：Theory　and　Economic　Policy
　　　（渡辺、島野、貝塚訳，国際留易一理論と政策一）、1962
　（2）この場合の「支出転柳」がなされる径路はArpxanderのahsorptjon　a．pproac込によ
　　る径路と必ずしも同じでない。アブソープシュレ分析はs一為：y切下げが「国民支出」に与える影響を、
　　「現金残高効果」や「所得再配分効果」を通じて．国民支出そのもの（b滋少を問題とするのに対して．
　　ここでは蛍に，輸ス品と国内品との代替件を仮定して，相対的輸入減少を問題にしている。従って・
　　輸ス品が代替可能でなぐ、補完的であるならば交叉価整弾力件は負であるかもしれない。
　　S。S．Alexander，　Effects　of　a　Devaluation　on　a　Trade　Balance，
　　　IMF　　staff　paper8，Aprij，1952，
　（3）小島　清，外国留易．PP150－155，参照。
〆
　（f＞おわりに、
　比較静学的方法による「均衡と安定」という分析用具の中に現れた名ぐのparameterは．具佐的に
ほ、その国の国民経済の実体と関連した変動可能な数値である。従って．国民経済の実体的変化という構
造変動論的視点に立てtt、小域での均衡と安定という概念に代って、「動的な不均衡」を肯定的に受け入
れるdyn　ami　smが必要である。このような問題は、従来の静態的比較生産費説を動熊的に修正する問
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t罪として．劣くの琶済学者によって内容を与えられだがt　結局、「技術進歩」と「資本蓄稜」とが．貿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2E．P．・tternを構造的に変化させる主要々因であることが有力視されている。　世界的規模でゐ「生産一
消脅」の最適編放を、貿易．資本の自由化によって達成しようとする場合．相対的に弱体な経済構造をも
つ曹済主休は，世界粧済での．その地位を低下させることになり、相対的代替努争の場から，放逐される
ことになる。かかる危機を回避するためには、動態的需要の変化に対応する産業権造のdra8ticな変
化が要望さft．かかる構造変化を躊躇するような諸国は．たちまち世界経済のUltra　－neo－class－
icaJな潮疏の中で埋没することを強いられるにちがいない。従って．真の貿易収支の安定のためには．
長期動襲的視点からの内外の需要に対応した「産業構造の整合」が最も重宴な調整策であるといわなけれ
ぱならないだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tr
　｛1）絃済構造の変動が留易に及ぼす作用については，それが貿易を拡大する方向と縮小する方向との二
　　つがある。
　　　「ヘクシャ富オリーン＝サミュニルソン定理」から推論し6ることは、各国藺の生産髪素の賦存比
　　率の差が縮小する方向に動ぐならぱ．貿易機会は縮小し，これを拡大する方向に静ぐならぱ脅易機会
　　を拡大するとい5ことである。
　　・Thp　co査1ected　Scielltifie　papers　of　P．A．S　amuel80n，2．PP847～
　　885
　　　小島清，外国留易．第9章、10章
　　　これとは別個に、赤松博士は．後進国が工藁化して、先進国と同質化する過程と、先進i国がさらに
　　一層の工業化を遂げて高度異質化する過程が長期的に繰り返されるという「雁行形態理論」を定式化
　　した。とぐに．各国の経済構進が変動するにつれて、世界経済が．同質的相克関係ないしは異質的補完
　　完E　，lirのうちに保護主義や自由主義の観念を発生せしめるという「赤松フォミュラ」は、包括的であ
　　り，かつ論理的な体系といわなけれぱならない。
　　赤松　夢，世界経済論　PP169～181
　　赤松博士還歴論集　PP443～496
　②　小島　清、日本留易と経済発展　PP195～200
　　　天野明弘、貿易と成長の理論t第15童
一655一
